
2024 年度 福祉助成金（活動助成）成果報告書  

 

 

ふりがな にんていえぬぴーおーほうじんでぃーぴー 

団体名 認定 NPO 法人 D×P 

代表者名 今井紀明 

連絡先 

住所 〒540-0032 大阪市中央区天満橋京町 1-27 ファラン天満橋 33 号室 

TEL 070-8684-3931 

E-mail dp.k-kumai@dreampossibility.com 

URL https://www.dreampossibility.com/ 

設立年（西暦） 2012 年 

助成活動名 岡山に住む生活困窮や不登校など困難を抱えた若者へ、LINE相談と給付支援の拡大 

助成額 1,000,000円 

活動内容 

目的 

不登校・虐待など困難を抱えた若者を対象にした LINE 相談ユキサキチャットを
岡山で広め、岡山在住の 13 歳から 25 歳までのさまざまな困難を抱えた若者が
相談できることを目的に活動しました。 
 
ユキサキチャットの累計登録者数は 17,000 人を超えました。全国から相談があ
る中、岡山からも 2024 年度は 71 人からの相談*がきました。岡山における高校
での不登校者数は 1000 人当たり、25.3 人と全国平均 23.5 人を少し上回ってい
ます。また、中途退学者 762 人のうち 7.2%である 55 人が「経済的理由」によ
り退学しており、全体平均の 1.2%より高くなっています。(令和 5 年度 児童生
徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果より)  
 
このような状況の中、昨年度の助成事業から、少しずつ改善できていますが経
済的困難や不登校など困難を抱えた岡山に住む若者にまだまだリーチできる可
能性があるため、さらにユキサキチャットの認知を広め、より多くの岡山の若
者から相談を受け取れる体制を整えました。 
*ユキサキチャット登録者のうち、質問に回答した人数より算出 

内容 

LINE でまずつながり、進路や生活などの相談に応じました。 
特に生活困窮する若者には、食糧支援や現金給付を実施し、最大 15 ヶ月間のサ
ポートを行います。 
1．進路・中退・生活などの相談対応 
（1）時期：2024 年 4 月～2025 年 3 月 
（2）場所：LINE でのオンライン相談 
（3）登録者目標：100 人 
（4）内容：進路や中退の相談や生活相談に対応。奨学金や公的な制度などの情
報提供を行ない、相談者のこれからの一歩を考えます。 
 
2．食糧支援と現金給付支援 
（1）時期：2024 年 4 月～2025 年 3 月 
（2）場所：LINE を通じて 若者個人に直接届けます 
特に生活困窮する若者には、1 箱 30 食入りの食糧支援や現金給付でサポート。
必要な場合は生理用品やシャンプーなどの日用品も届けます。 
 
3．岡山でのアウトリーチ（広報活動） 
（1）時期：2024 年 4 月～2025 年 3 月 
（2）場所：SNS 広告 
（3）内容：岡山でのユキサキチャット認知拡大のため、若者が利用する SNS
に広告を掲載します。 



当初の
計画か
らの変
更点 

当初の計画からの変更点はございませんでした。 
 
 
 
 
 
 
 

成果 

1．進路・中退・生活などの相談対応 
昨年度の 2.3 倍にあたる、71 人の岡山県在住の若者より相談がありました。 
「進路に悩みがあるが、親や先生は話しづらくて頼りづらい」と話す中学生や
「奨学金とアルバイトで生計を立てているが、学業との両立が難しく生活に不
安がある」と話す大学生などに対応しました。 
 
2．食糧支援と現金給付支援 
岡山県在住の若者 10 人に計 53 万円の現金給付、16 人に 2,610 食の食糧支援を
届けました。(昨年度より現金給付額は 1.2 倍、食糧支援出荷数は 4.6 倍と大き
く増加しました。) 
 
3．岡山でのアウトリーチ（広報活動） 
【SNS 広告の成果】（認知経路に広告と答えた方のみの数値。相談者が広告経由
と認知していない場合もあるので推計となります。） 
①  SNS 広告掲出中の登録：18 人(内、Instagram 広告経由 13 人、X(twitter)広

告経由 5 人) 
② ①のうち、実際に LINE 上での相談が行われた方：15 人 
※通常の相談率の算出と同様に、相談員が 3 回以上発言したものをカウント 
③ ①のうち、現金給付や食糧支援を希望された方：8 人 
④ ③のうち、実際に現金や食糧の給付に至った方：4 人 
 
昨年度に引き続き SNS 広告のうち、困窮状況にある若者には Instagram 広告の
方がアウトリーチしやすいということが分かりました。 

今後の課題と対
応策 

・地方における「オンライン支援」への認知と定着の課題 
支援パックの応募傾向や SNS 広告の反応からは、都市部と比べて地方ではオンライン支援
に対する反応が少し鈍い印象があります。スマートフォンや SNS 自体の普及率は高いと考
えられる一方で、「困りごとをオンラインで相談・解決する」という体験自体が少ないた
め、サービスの利用に心理的なハードルが、まだあると推測されます。 
対応策としては、 オンラインでの支援や手続きの認知向上に継続的に取り組むことが重要
です。たとえば、学校や地域団体との協働によって「オンラインでも安心して相談でき
る」という認識を広めることで、困難を抱える若者が SOS を出しやすくなる環境づくりが
期待されます。 
 



写真の提出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
※食糧支援の梱包・発送作業の様子。1 箱ずつ、アレルギーや調理器具など若者の背景に
合わせてカスタマイズを行っています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
※初めて食糧支援を届ける方には、手書きのお手紙も同梱し、食糧だけでなく思いやりも
届けることを意識しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 



 


